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学
生
の
就
職
を
促
進
す
る
た

め
、
大
学
等
を
卒
業
し
た
人
が

市
内
の
事
業
者
に
就
職
す
る
と

き
、
在
学
期
間
に
貸
与
を
受
け

た
奨
学
金
等
の
返
還
に
つ
い

て
、
学
校
要
件
、
対
象
事
業
所
、

補
助
率
、
補
助
額
が
２
０
２
４

年
度
か
ら
拡
充
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
者
は
大
学
等
を
卒
業

し
、
市
内
に
就
労
・
居
住
し

て
い
る
登
録
申
込
時

に
35
歳
未
満
の
人
に

前
年
度
返
還
額
の
３

分
の
２
（
年
間
上
限

３
０
万
円
、
総
額
上

限
３
０
０
万
円
）
を

補
助
し
ま
す
。

　

本
人
に
返
済
義

務
の
あ
る
す
べ
て

の
奨
学
金
が
対
象

と
な
り
、
高
等
専
門

学
校
や
短
期
大
学
卒

業
者
に
も
拡
充
、
た

だ
し
市
内
企
業
の
正

規
職
員
で
あ
る
こ
と

が
条
件
、
補
助
額
は

２
分
の
１
か
ら
３
分

の
２
へ
、
単
年
度

上
限
２
０
万
円
か
ら

３
０
万
円
、
補
助
総

額
も
２
０
０
万
円
か

ら
３
０
０
万
円
へ
拡

充
さ
れ
ま
す
。
昨
年

の
10
月
以
降
、
就

職
し
た
人
が
対
象
で

す
。
詳
し
く
は
、
薩

摩
川
内
市
産
業
人
材

確
保
・
移
住
定
住
戦

略
室
へ
。

防
犯
灯
の
電
気
代

　
　

全
額
補
助
へ

　

地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
自
治
会
が
管

理
す
る
防
犯
灯
の
電

気
料
金
が
全
額
補
助

さ
れ
ま
す
。LED

灯

、
蛍
光
灯
、
そ
の
他

の
種
別
に
応
じ
て

補
助
額
は
異
な
り
ま

す
。

奨
学
金
返
済
を
三
分
の
二
補
助

井上かつひろ市議一般質問

複合災害で避難計画は実効性持たず
「
原
発
事
故
」
原
発
な
く
せ
ば
避
け
ら
れ
る

　

1
月
1
日
に
発
生
し
た

能
登
半
島
地
震
で
は
、
あ

ら
ゆ
る
箇
所
で
道
路
が
寸

断
さ
れ
、
お
び
た
だ
し
い

数
の
家
屋
の
倒
壊
が
あ
り

ま
し
た
。
志
賀
町
に
あ
る

北
陸
電
力
志
賀
原
発
は
深

刻
な
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
い

だ
も
の
の
運
転
停
止
中

だ
っ
た
た
め
原
発
事
故
警

戒
事
態
に
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
仮
に

稼
働
中
だ
っ
た
ら
深
刻
な

　
「
能
登
半
島
地
震
の
教
訓
は
自
然
災
害
と
原
発
事
故
が
重
な
れ
ば
原
子
力
防
災
訓
練
通
り

に
は
い
か
な
い
」

―

。
6
日
、
日
本
共
産
党
の
井
上
か
つ
ひ
ろ
市
議
は
、
市
議
会
本
会
で

原
子
力
防
災
計
画
が
絵
に
か
い
た
モ
チ
に
な
る
可
能
性
を
指
摘
し
、「
自
然
災
害
は
避
け
ら

れ
な
い
が
、
原
発
を
な
く
せ
ば
原
発
事
故
は
避
け
ら
れ
る
」
と
主
張
し
ま
し
た
。
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複
合
災
害
に
至
る
可
能
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
央
防
災
会
議
に
よ
る
と

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

道
路
施
設
被
害
率
は
、
震

度
5
強
で
は
1
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
あ
た
り
0
・
11
箇
所

の
被
害
が
推
定
さ
れ
ま
す
。

「
鹿
児
島
市
ま
で
の
避
難
経

路
は
約
46
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

な
の
で
5
カ
所
で
道
路
支

障
が
生
じ
る
こ
と
が
推
定

さ
れ
る
。
果
た
し
て
安
全

に
避
難
で
き
る
の
か
」
と

た
だ
し
ま
し
た
。

　

市
民
安
全
部
長
は
「
県

及
び
本
市
は
代
替
経
路
を

設
定
す
る
と
と
も
に
、
道

路
管
理
者
な
ど
は 

復
旧
作

業
を
実
施
す
る
」「
自
衛
隊

や
海
上
保
安
庁
と
も
連
携

し
、
道
路
警
戒
に
よ
る 

避

難
経
路
の
確
保
や
、
航
空

機
、
船
舶
を
使
用
し
た
孤

立
地
域
か
ら
住
民
避
難
に

注
力
、
対
応
し
て
ま
い
り

た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

井
上
氏
は
「
あ
ら
ゆ
る

避
難
経
路
が
支
障
を
起
こ

し
、
道
路
の
復
旧
作
業
の

現
場
に
行
く
こ
と
も
困
難

に
な
る
」
と
指
摘
し
ま
し

た
。

U
P
Z

屋
内
退
避
は
可
能
か

　

川
内
原
発
か
ら
5
キ
ロ

以
上
30
キ
ロ
圏
内
に
い
る

人
は
、
ま
ず
は
屋
内
退
避

し
空
間
放
射
線
量
に
応
じ

て
避
難
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
能

登
半
島
地
震
で
は
石
川
県

だ
け
で
7
万
7
千
棟
以
上

の
住
宅
被
害
が
あ
り
ま
し

た
。
最
近
建
て
ら
れ
た
新

耐
震
設
計
の
住
宅
で
も
家

は
倒
れ
な
く
て
も
壁
や
窓

が
壊
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。
余
震
が
続
く
中
、

P
A
Z

避
難
は
可
能
か

�
左
�
石
川
県
能
登
半
島
�
地
図
�
×
印
�
地
震
�
�
�
�

�
日
後
�
道
路
支
障
箇
所
�
�
上
岡
直
美
環
境
経
済
研
究

所
所
長
作
成
�

【
２
面
へ
】

質問する井上かつひろ市議＝6日、 市議

会本会議場
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�
�
今
日
�
体
�
調
子
�
�
？
��
朝

起
�
�
�
必
�
自
分
�
体
�
会
話

�
交
�
�
�
小
池
講
演
会
�
�
�
�

�
�
�
�
�
��
明
日
�
�
三
日
連

続
�
勤
務
�
�
�
�
鹿
児
島
�
出
�

�
�
�
�
�
�
���
�
�
�
�
言
�

�
�
�
�
�
土
曜
日
�
支
部
会
議
�

休
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
出

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
体

�
無
理
�
�
�
勤
務
三
日
目
�
�
�

体
�
動
�
�
�
�
�
�
支
援
員
�
�

�
�
�
�
抱
�
�
�
椅
子
�
座
�
�

貞
子
�
�
�
�
迎
�
�
待
�
羽
目
�

�
�
�
�
�
�
�
�
土
曜
日
�
�
寝

�
�
起
�
�
�
�
生
活
�
�
�
�
時

�
�
�
�
�
間
�
合
�
�
�
�
失
禁

�
�
�
�
今
�
�
�
�
午
後
�
勤
務

�
入
�
�
�
�
�
午
前
中
�
用
�
軽

�
�
�
�
�
�
�
休
�
�
�
�
�
�

午
前
�
午
後
�
仕
事
�
入
�
�
�
�

�
�
�
削
�
�
一
日
�
二
�
�
仕
事

�
避
�
�
�
�
�
本
来
�
�
�
�
才

�
�
�
�
�
�
�
�
引
退
�
�
�
�

�
�
�
世
間
�
許
�
�
�
�
世
�
私

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
迷
惑
�
�
�
�
�
�
�
�
�

心
配
�
�
児
童
�
�
�
�
仕
事
�
重

労
働
�
�
�
�
�
�
�
�
皿
�
始
末

�
�
�
�
�
�
�
仕
事
�
�
�
�
�

�
�
�
案
山
子
�
�
�
�
立
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
必
要
以
上
�
�

老
体
�
堪
�
�
�
体
�
疲
�
�
�
判

断
力
�
鈍
�
�
小
池
講
演
会
�
�
�

�
疲
�
�
出
�
�
�
�
�
�
思
�
�

女
子
�
�
�
�
迷
�
込
�
�
�
�
�

�
�
幸
�
利
用
�
�
�
�
�
一
人
二

人
�
�
党
関
係
�
方
々
�
�
�
�
�
�

�
痴
漢
！
�
�
叫
�
人
�
�
事
�
�

�
得
�
�
�
�
�
�
考
�
�
�
今
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
心
身

�
健
全
�
保
�
�
�
世
�
�
�
人
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�末
筆
�
詩

集
�
出
�
�
�
！
���

(

高
来
児
童

�
�
�
支
援
員
�

つれづれなるままに（752）中俣先生の←中俣先生のブログはこちら

エプロンおばさんの

簡単クッキング （631）

ハムと小松菜のナムル

材料
ハム3～4枚、小松菜1束、おろしニンニク小
1/3、白ごま大2、ごま油大1（材料は2人分）

作り方
①鍋に湯を沸かし、塩を入れて小松菜をゆでる。
冷水に取って冷やし、水気を絞って4～5センチ
に切る。ハムは1㌢の幅の短冊切りにする。
②ボウルに小松菜とハムを入れ、白ゴマとおろし
ニンニクを入れて混ぜる。塩で味を整え、ごま油
で香りをつける。

屋
内
退
避
は
危
険
で
あ

り
、
避
難
所
も
収
容
人
数

は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
井

上
氏
は
「
能
登
半
島
地
震

で
は
、
多
く
の
家
屋
が
倒

壊
し
、
窓
や
壁
が
壊
れ
た

り
、
避
難
所
の
収
容
人
数

を
超
え
た
り
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
屋
内
退
避
は
で

き
る
の
か
」
と
た
だ
し
ま

し
た
。

　

市
民
安
全
部
長
は
「
原

子
力
規
制
委
員
会
に
お
い

て
も
、
能
登
半
島
地
震
を

踏
ま
え
、
屋
内
退
避
を
効

果
的
に
運
用
で
き
る
よ
う

に
開
始
、
そ
れ
か
ら
解
除

の
タ
イ
ミ
ン
グ
、 

対
象
範

囲
な
ど
、
自
然
災
害
や
原

子
力
発
電
所
事
故
の
状
況

に
合
わ
せ
て
柔
軟
に
判
断

す
る
た
め
の
方
法
を
外
部

の
専
門
家
な
ど
を
加
え
た

検
討
チ
ー
ム
で
議
論
」
し

て
い
る
と
大
地
震
の
と
き

の
屋
内
退
避
の
見
直
し
が

お
こ
な
わ
れ
て
い
る
と
認

め
ま
し
た
。

人
命
救
助
で
き
る
か

　

原
発
か
ら
5
キ
ロ
〜
30

キ
ロ
圏
内
（U

P
Z
)

は
原

発
事
故
で
放
射
能
が
漏
れ

空
間
線
量
が
５
０
０
マ

イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上

で
た
だ
ち
に
避
難
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

場
合
に
消
防
隊
員
な
ど
は

被
ば
く
の
覚
悟
で
救
助
活

動
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
井
上
氏
は

「
１
０
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
以
内
の
被
ば
く
量
で
救

助
に
あ
た
る
こ
と
に
な
る

が
時
間
制
限
が
あ
り
、
救

助
が
困
難
に
な
る
の
で
は

な
い
か
」
と
指
摘
し
ま
し

た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
消
防
局

長
は
「
消
防
局
で
は
、
職

員
等
の
放
射
線
障
害
防
止

管
理
規
定
も
定
め
、
隊
員

の
被
爆
管
理
を
徹
底
し
た

活
動
や
、
鹿
児
島
県
か
ら

貸
与
さ
れ
て
い
る
放
射
線

防
護
材
、
ま
た
放
射
線
の

測
定
器
等
活
用
し
て
、 

汚

染
の
拡
大
防
止
、
被
爆
軽

減
を
図
り
な
が
ら
救
助
活

動
に
当
た
る
」
と
答
弁
し

原
子
力
災
害
時
の
救
助
に

は
か
な
り
の
訓
練
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
認
め
ま
し

た
。

　

井
上
氏
は
「
地
震
大
国

日
本
で
は
自
然
災
害
は
避

け
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
原
発
を
な
く
せ
ば
原

発
事
故
は
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
」
と
川
内
原
発
の
稼

働
停
止
と
廃
炉
を
訴
え
ま

し
た
。

�
川
内
原
発
は
廃
炉
に
�

井
上
か
つ
ひ
ろ
市
議
一
般
質
問

シ
ョ
パ
ン
を
聞
い
て
「
平
和
と
人
権
」
考
え
よ
う

「
花
束
の
中
に
隠
さ
れ
た
大
砲
」

3
月
30
日
（
土
）
15
時
〜
16
時
半　

東
郷
公
民
館
ホ
ー
ル

ピ
ア
ノ
＆
ト
ー
ク　

チ
ェ
・
ソ
ン
エ
さ
ん

大
人
２
０
０
０
円　

18
歳
未
満
１
０
０
０
円
（
当
日
５
０
０
円
増
）

※
お
問
い
合
わ
せ
は
梯080-5200-6858

・
福
元090-8394-4480


